





How should universities contribute to local disaster prevention?
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くれているが、学生自身も地域での活動を通じて自分自身を成長させたり、経験をつなげ
ていきたいと考えている。地域はそのような学生の思いを汲み取り、学びの機会を含む活
動の場をつくることが必要である。そうすることで学生のモチベーションも高まり、地域
へのコミットも増していく。それが地域のためにもなっていくのである。
　同様に、学生を送り出す大学も学生が地域で活動しやすくなるためのサポートが必要で
あった。ただ単に地域からの依頼を受けて学生を送り出すだけでなく、送り出す前の調整
や送り出したあとのフォローが必要であり、それが学生のモチベーションと活動の継続性
につながっていくことは前章で述べたとおりである。そして、活動が継続されることで地
域への実質的な貢献にもつながっていくのである。
　以上で考えると、災害に対する地域の防災力は、大学と地域、そして学生という三者の
有機的な関係性が鍵になることが明らかになる。大学生が地域で活動しさえすれば地域の
防災力が高まるわけではない。むしろ、地域や大学が学生のポテンシャルを引き出すこと
が、その後の望むべき展開につながっていくのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
（注）
1）	 例えば東北大学病院などでは、被災時には緊急の支援体制を敷くことができる『東北大学病院災害対策マニュ
アル』（https://www.hosp.tohoku.ac.jp/pc/pdf/saigai-manual.pdf）より。
2）	 主な受賞歴としては、2013年と2016年に福岡県警および福岡県防犯協会から「感謝状」、2016年には北九州市
長より「安全・安心に関する活動団体」として表彰を受けた。さらに2018年3月には福岡県内で発生した災害
での功績が認められ「福岡県防災賞」が授与されている。
3）	 横代地区は北九州市小倉南区の中央部にあり、南側にはカルスト台地で知られる平尾台、東側の沿岸部に曽根
干潟、北側には小倉都心につながる住宅地が広がっている。市街化が進んでいるが、まだ多くの田畑が残って
おり自然豊かな地域である。地区内には最大震度６弱が想定される小倉東断層が存在している。また水害につ
いては、大規模な河川はないが中小河川、農業用水路が多くあり内水氾濫の危険性がある。これまで記録に残
る限り、校区内で自然災害による犠牲者を出したことはなく、住民の災害に対する危機意識は低い。
4）	 横代校区まちづくり協議会、横代小学校、横代中学校、横代小学校PTA、横代中学校PTAが連携して実施す
る防災の取り組みであり、訓練プログラムには、多くのNPO、行政機関、社会福祉団体、大学生が講師・スタッ
フ等で携わっている多機関連携の訓練である。訓練は年１回、毎年５月末～６月初の土曜日午前中に実施され
ている。これは小中学校の年間行事及び地域住民の出水期前における避難の手順（連絡網）を確認することの
調整により決められている。
5）	 小・中学校の理解、また地域にも協力してもらうことにより、「よこしろ防災チャレンジ」は、2013年（平成
25年）6月8日に第1回の訓練を実施した。その後、2020年までに７回開催され、毎回、小中学生が約1000人、
地域住民が約300人、そしてNPOメンバーと大学生が約100人参加する大規模な災害対応活動となっている。
6）	 Mate’sが2018年以降で参加したプログラムをあげると、グループワーク（Bousai運動会）、テント設営訓練（め
ざせテントマスター）、タウンウォッチング（ブラヨコシロ）の訓練に講師およびスタッフなどがある。なか
でもグループワーク（Bonsai運動会）では、プログラムの企画、運営を講師として担っており、小中学校の先
生方との打ち合わせや地域役員との調整も実施している。そしてMate’sは2021年現在も「よこしろ防災チャ
レンジ」に継続して参加している。
7）	 横代校区の最大の特長の一つが「一校区一小学校一中学校」である。このため横代校区は様々な面で、小学校、
中学校、校区の連携した取り組みが進んでいる。この点をいかに防災活動につなげて地域の災害対応力を向上
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させていくことが出来るかが課題であったが、その中で「よこしろ防災チャレンジ」での学びは、まさに地域
の強みを活かした取り組みであり、ハザードがない地域における防災教育を通した地域防災力の向上を図るう
えで有効に機能したといえる。
8）	 Mate’sのメンバーは「よこしろ防災チャレンジ」において、小中学生を対象とした防災学習を地域住民と一緒
になって指導していた。小学5年生と中学1年生を対象とした防災運動会では、実際に身体を動かしながら災
害時の対処方法を教えていた。また、中学生が小学生に災害時のシェルターとしてのアウトドア用テントの張
り方を指導するといった場面では、事前に中学校に赴き「先生」として出前授業も行っている。
9）	 また、「よこしろ防災チャレンジ」に「学び」の要素が取り入れられ、プログラムが充実していくことは参加
するMate’sのメンバー自身の成長にもつながっていくものであった。大学生の中には地域住民と同じ地区内で
生活するものも多く、参加を通じて防災についての知識を学ぶことになれば、それは地域における防災人材の
育成にもなる。大学生が地域防災人材になることは「よこしろ防災チャレンジ」としても重要なことであった。
このような観点から学びという視点が取り入れられることになったのである。
10）	2016年の熊本地震、2017年の九州北部豪雨、そして2018年7月豪雨の際には、被災した自治体もしくは被災
地域の社会福祉協議会から直接依頼を受け、地域共生教育センターとして、Mate’sのメンバーを中心に災害ボ
ランティアセンターの運営メンバーとして派遣を行った。
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